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透析量モニターによりVA狭窄を発見した1例



【はじめに】

日機装社製患者監視装置DCS-200SiⓇは様々なモニタリング機能

を有し、透析量の算出と再循環率測定ができる。今回、透析量

（Kt/V）が1.2以上～0.77と日により変動し、透析量低下と再循環率

上昇を認めた症例に対し低下原因としてVA狭窄を疑い、エコーを

施行した結果、返血側穿刺部位に狭窄を確認した。VA性状から脱

血側の穿刺部位を変更する事によりKt/Vは上昇・一定化した。

透析量低下の原因を明らかにできた症例を経験したので報告する。
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【患者背景】

Aさん 84歳 男性

原疾患 糖尿病性腎臓病（Diabetic Kidney Disease=DKD）

X-20年2月

血液透析導入時左前腕AVG作製

X-20年2月

血液透析開始



【透析条件】
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DW：58.2Kg
VA：左手前腕内シャント化静脈
QB:250ml/min
ダイアライザー：GDF-18M（日機装）
透析時間：４時間
治療方法：OHDF（前希釈）
補液量：24L
穿刺針：A針ハッピーキャスV16G（メディキット）

:V針ハッピーキャスV16G（メディキット）



【狭窄時VAエコーマップ】
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カルテ番号 氏名 性別 男

生年月日

左／右 左 作成部位 AVF 前回のＰＴＡ

検査目的 依頼医 検査者

透析前 ＲＩ ＦＶ Ｌ/ｍｉｎ

医師のコメント

平林院長．細木

エコーのタイミング 0.65 0.586

前腕 ＡＶＦ/ＡＶＧ

再循環・透析効率低下、穿刺位置確認 平林院長

エコー施行日 ２０２１年１２月２４日（金曜日）

所見

透析効率低下及び再循環報知あり

この度、穿刺位置確認、狭窄疑いもかねて

VAエコー施行となる。

結果

上腕部橈側皮静脈に狭窄を確認。その他狭窄は確認できな

かった。穿刺時AとVは離れているが、A穿刺位置を肘部に向け

穿刺すると再循環・透析効率の低下が起こる可能性があると

思われる。

狭窄部：１.３～１．４㎜

分岐部

所見
透析効率低下及び再循環報知あり穿刺
位置の確認、狭窄の有無の確認を目的
にVAエコー施行となる。

結果
上腕部橈側皮静脈に狭窄を確認した。



1.短時間で速い除水を行い血液マーカーを自動的に作る

2.血液マーカーを静脈側BV計で測定

3.再循環して動脈側に戻ってきた血液マーカーを動脈側
BV計で測定

4.②,③それぞれの測定値から再循環率を算出する

血液マーカー

BV計

①

②

③

コンソール

・濃縮法

【測定方法】

再循環率測定原理
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透析量測定原理

コンソール

透析量モニター

受光素子

透析液廃液光源

治療時間

濃度

血液
透析廃液

廃液透析液に紫外光を照射し、その吸光度変化からKｔ/V
およびURRを算出する。

・透析量：ｓｐKt/V（Daugirdas）※新里式ではない



【Kt/Vと再循環率の比較】
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2021.11.22よりｋｔ/ｖ低下と再循環率の上昇
を確認。
2021.12.24VAエコー施行。
2021.12.27より穿刺位置を変更。
2022.1.11PTA施行。
その後、再循環率とKｔ/ｖの変動は認めず。
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【穿刺部位変更前と変更後】
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穿刺部変更前は、同一の血管で脱血・返血を
行っていたが、変更後は、脱血側を分岐部から
尺側の血管に変更し返血はそのままとした。



【結果】
V側穿刺位置に狭窄を確認し、A側穿刺位置を変更したことで透析量は増加した。

【考察】
今回、同一血管での穿刺症例において透析量の低下および再循環率の上昇を
モニタリングし、それによりVAエコー検査を行うことで狭窄の発見に繋がった。
これが同一血管の穿刺でない場合や、血管分岐が多い症例では透析量の低下・
再循環率の変動をモニタリングすることは困難であるが、定期的なVAエコー管理
は改めて重要な検査であると考え、同時に透析量モニターは狭窄を予測する
ツールとして活用することは有用であると思われる。
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【結語】

透析量モニターと再循環率を併用することでVA狭窄病変
の発見に繋がると思われる。
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